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ウバガイ,バ カガイおよびアサ リの潜砂行動に及ぼす

水温,塩 分および底質粒径の影響*1
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Effects of Water Temperature, Salinity and Substrata on Burrowing Behaviors of the 

Three Bivalves, Pseudocardium sachalinensis, Mactra chinensis, and Ruditapes philippinarum

Izumi Sakurai,*1, Masabumi Seto,*2 and Shigeru Nakao*3

This paper analyzed the effects of water temperature, salinity and particle size of the substra

tum on the burrowing behaviors of the three Veneroid bivalves, Pseudocardium sachalinensis, Mactra 

chinensis, and Ruditapes philippinarum. The starting time for burrowing behavior (STBB) and mean 

burrowing velocity (MBV) of the three bivales in 15-25•Ž tended to be more rapid than those in 5-

1O•Ž. In 5-10•Ž, STBB and MBV of P. sachalinensis were the most rapid, and the burying depth of 

this species in 5-10•Ž was deeper than that in 15-25•Ž. In R. philippinarum, the ranges of optimum 

salinity and particle size for burrowing were wide compared with the other species. It was concluded 

that the burrowing behaviors of P. sachalinensis and R. philippinarum are well adapted to the dynam

ic swash conditions in high latitudes and to sites with fresh water, fluctuation of water temperature 

and low sorting sediment.
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ウバ ガイ(ホ ッキ ガイ)Pseudocardium sachalinensis,

バ カ ガ イMactra chinensisお よ び ア サ リRuditapes

 philippinarumは,干 潟 お よびそ の周 辺砂泥 域 に生 息 す

る潜砂 性の二枚 貝 であ り,北 海道 では重要 な水産 資源 に

位置 付 け られ てい る。 これ ら二枚 貝で は,波 浪 な どの物

理 的 要因 に よる若 齢期 の 減耗 が指摘 され て お り,1-3)減

耗 緩和策 の確立 が増殖 を図 る上で課 題 となって いる。

一般 に波浪 に よって岸沖方 向 に移 動 する海底 の砂は
,

底面 流速 が一定 以上の大 きさに達 する と,砂 の比 重お よ

び粒 径 に応 じて掃 流移動,浮 遊移動,砂 漣 の発生,消 滅

お よび層 状移 動 へ と進 行す る。4)この よ うな砂 の移動 に

伴 う海 底地形 の変動 が潜砂 二枚 貝の生 息 に不 安定 な環境

を もた らす と考 え られ,ウ バ ガイお よびバ カガ イでは,

砂 面の急 激な侵 食 に潜砂行 動が追 随 で きな い場 合 に砂 中

か ら洗 い 出 され る こ とが 明 らか に されて い る。5)一方,

ウバ ガ イお よびアサ リの潜砂 率は,水 温,塩 分 お よび底

質条件 によって異 な る とと もに,そ の環境 耐性 には,種

に よる違 いが認 め られる。6,7)した が って,海 底 地形の 変

動によって二枚貝が減耗する過程を明らかにするために

は,各 環境条件に対する潜砂行動の変化を定量的に評価

しておくことが必要と考える。

そこで本研究では,波 浪による海底地形の変動に伴う

ウバガイ,バ カガイおよびアサリの減耗機構を明らかに

する前段階として,こ れらの潜砂行動に及ぼす水温,塩

分および底質粒径の影響を検討した。

材料および方法

本研究には,1994年9月22お よび26日 に北海道小

樽市沖の水深5m域 において採集されたウバガイO齢

(平均殻長±標準偏差;10.9±1.4mm),1齢 個体(36.4

±3.7mm)お よびバカガイ1齢個 体(17.8±0.2mm)

を使用した。また,同 年9月6日 に北海道能取湖内の

干潟域において採集されたアサリ2齢 個体(27.1±2.1)

および3齢 個体(32.7±1.9mm)を 用いた。採集時の

水温は,小 樽市沖および能取湖でそれぞれ18.0お よび

19.0℃ であり,底 質は両地区とも細砂(粒 径0.125～

*1 本研 究の一 部 は,平 成7年 度日 本 水産 学会 春季 大会(東 京)お よび平 成7年 度日 本 水産 工学 会学術 講 演 会(東 京)に お いて発 表

した.*
2 北 海道 立 中央 水産試 験場(Hokkaido Central Fisheries Experimental Station

, Yoichi, Hokkaido O46, Japan).
*3 北 海道 大学 水産 学部(Faculty of Fisheries

, Hokkaido University, Minato, Hakodate, Hokkaido O41, Japan).



0.25mm)で あ った。

採 集 した 個 体は,余 市 町 前 浜で 採 取 した 細 砂 を厚 さ

15cmに 敷 き,水 温 を15～18℃ に調 温 した水 槽 内 に

1～3週 間収 容 した後,後 述 す る馴 致期 間 を経 て,以 下

の実験 に供 した。 な お,収 容 か ら馴致 お よび実験 期間 中

は,無 給餌 と した。 また,本 研 究 には,余 市郡 漁業協 同

組合 ヒ ラメセン ター が余市 町沖 で取 水 した 海水(塩 分濃

度32.5)を 使 用 した。

潜砂 行動 に及 ぼす水 温 の影響 を検 討 す るため,15l水

槽5基 にメ ッシ ュサイ ズ0.125～0.25mmの篩 でふ るい

分 けた市 販 の 砂(海 水 で洗 浄 済 み)を 厚 さ20cmに な

るように敷 き,上 述の 海水 を注入 した後,水 温 を恒 温室

内でそれ ぞ れ5, 10, 15, 20お よび25℃ に調 温 した。 ま

た,各 供試 個 体 とも,収 容か ら約1週 間 後 に水温15お

よ び20℃ 下 で2日 間,10℃ 下 で5日 間,5お よ び

25℃ 下 で7日 間 の馴 致 を 行 った。 この 時の 塩分 濃度 は

32.5と し,底 質 には上 述の 砂 を用い た。

潜砂行 動 に及ぼ す塩 分 の影響 を検 討す るた め,15l水

槽7基 に上述 の 砂 を厚 さ20cmに な る よ うに敷 き,塩

分を水 道水(脱 塩 素 処理 済 み)で そ れぞ れ13.0, 15.0,

 18.0, 21.5, 25.5, 28.5お よび32.5に 調整 した海 水 を注 入

した後,水 温 を恒 温 室 内 で15℃ に調 温 した。 また,各

供試 個 体 と,収 容 か ら約2週 間 後 に塩 分32.5下 で2日

間,21.5, 25.5お よび28.5下 で3日 間,13.0, 15.0お よ

び18.0下 で4日 間 の 馴 致 を行 っ た。 こ の時 の 水温 は

15℃ とし,底 質 に は上述 の砂 を用 いた。

潜砂 行 動 に及 ぼす 底 質 粒径 の 影 響 を検 討 す るた め,

15l水 槽5基 に そ れ ぞ れ 市 販 の 粗 砂(粒 径0.5～1.O

mm),中 砂(粒 径0.25～0.5mm),細 砂(粒 径0.125～

0.25mm),極 細砂(粒 径0.063～0.125mm)お よび 極

細砂 にシ ル トを10%添 加 した砂 を それ ぞれ 厚 さ20cm

にな る ように敷 き,塩 分32.5の 海水 を 注入 した 後,水

温 を恒 温 室 内で15℃ に調 温 した。 また,各 供試 個体 と

も,収 容 か ら約3週 間 後 に上 述 の各 底 質条 件 下 で2日

間の馴 致 を行 った。 この時 の 水温 お よび塩 分濃 度は,そ

れぞれ15℃ お よび32.5と した。

以上 の条 件に設 定 した各 水槽 に馴致 した供試個 体 を右

殻が上方 を 向 くよ うに静置 し,こ れ らが潜砂 行動 を始め

るまで の時 間(潜 砂 反応 時 間:STBB)お よび砂 中に完

全 に埋没 す るま での時 間(ETBB)を 個 体ご とにス トッ

プウ ォッチ で 計測 した 。 な お,水 槽1基 当 た りの収 容

個 体数につ いては,そ の密度 が相互 の潜 砂行 動 に影 響 を

与 えな い よ うに配 慮 し,ウバ ガイ0齢 個 体 お よびバ カ

ガ イで は15個 体ず つ,ア サ リで は10個 体ず つ,ウ バ

ガイ1齢 個 体では5個 体 ずつ とした。

すべ ての 個 体の潜 砂 を確 認 した後,エ ア レー ション を

開始 した。 な お,本 実 験 に先 立 って,ウ バ ガ イ,バ カガ

イ およびア サ リの潜 砂深度 の経時 変化 を調 べた ところ,

3種 とも埋 没 後36時 間 以降 は潜砂 深 度 に顕著 な変 化 が

み られなか った。 また,こ れ ら二 枚貝の光 に対 す る反応

につ いては不明 な点 が多い。 した がって,エ ア レー シ ョ

ン を施 した各 水槽 は,暗 条件 下 に2日 間 放 置 した。 そ

の後,飼 育水 をサ イフ ォン で取 り除 き,砂 表 面か ら供試

個 体の殻の 最上部(後 背縁部)ま で の距離(D)を ステ

ン レス製 定規 で 計 測 した 後,貝 を取 出 し,殻 長(SL)

を計測 した。

各環境因 子 に対 す る貝の潜砂 能力 の評価 には,潜 砂反

応時 間(秒),平 均潜 砂速 度(mm/s)お よび潜砂 深 度

を用 いた。 平均 潜砂 速度(MBV)の 算 出 には,以 下 の

式 を用 いた。

MBV=SL/(ETBB-STBB)

また,多 くの二枚 貝で は,潜 砂 した深 さ と殻長 の間 に比

例関 係 が認 め られ るの で,8,9)潜砂 深度(BD)に は,貝

が潜 砂 して い る深 さ(SL+D)を 殻 長 で除 した値 を用

いた。

な お,各 環 境 条件 に対 す る測 定 値 の差 の 検 定 に は

Kruska1-Wallisお よ びDunn検 定 を,各 年 齢 に対 す る

測 定 値 の 差 の 検 定 に はMann-Whitney U-検 定 を適 用

し,10)そ れぞれP<0.05を 有意差 とした。

結 果お よび考 察

潜 砂 行動 の評 価 指 標 　 日向野 ら11)は,チ ョウセ ンハ

マ グ リの潜砂 行動 を観 察 した結果 か ら,そ の一連 の動作

を底 質を詮索 す る行動,底 質 への潜 入行動 お よび底質 内

で の定位 行 動 の3つ に区 分 して い る。 この ような 一連

の潜砂 行動 は,本 実験 に おいて ウバガイ,バ カガイお よ

びア サ リで も観察 された。 この うち,底 質 を詮索 す る行

動 には,貝 が周辺の環 境 を感知 す る とともに,潜 砂 のた

めの底 質を選択 し,潜 入への 準備 を整 え る行 動が含 まれ

る。 したが って,本 研 究で用 いた潜砂 反応 時間は,貝 の

潜 砂 に対 す る応 答性 と底質選択 の敏捷 性の両 側面 を捉 え

た指標 と考 え られ る。 また,平 均潜砂 速度 お よび潜 砂深

度 は,底 質 への 潜 入 お よび底 質 内で の定位 行 動 に おい

て,貝 の砂 中へ の潜入能 力 と各環 境下 にお け る貝の 活力

の両 側面 を運動性 と して捉え た指標 と考 えられ る。

ウ バガ イ の潜 砂 行動 　水 温5, 10, 15, 20お よ び25℃

にお け るウ バガ イ0齢 個 体 の潜 砂反 応 時 間,平 均 潜 砂

速 度 お よび潜 砂 深度 をFig. 1に 示 した。潜 砂 反応 時 間

は,5～10℃ で は206～230秒 であ ったが,15～20℃ で

は 約半 分 の93～100秒 に減 少 した。 また,平 均潜 砂 速

度 は,5～10℃ で は0.22～0.34mm/sで あ っ た が,

15～25℃ で は約2倍 の0.46～0.69mm/sに 増 大 した。

さ らに,潜 砂 深 度 は,5～10℃ で は2.22～2.24で あ っ

た が,20～25℃ で は1.92～1.94に 減 少 した 。 こ れ よ



Fig. 1. P. sachalinensis. Burrowing behavior of 
the clam with several levels of water tempera
ture.

STBB, MBV and BD represent starting time 
for burrowing behavior, mean burrowing veloci
ty and burying depth, respectively. STBB indi
cates the time when the clam stands up for bur
rowing after setting it on the bottom. BD is 
given by (D+SL)/SL, where D and SL are dis
tance from bottom to top of the shell and shell 
length, respectively. Each value denotes the 
mean with standard deviation indicated by a 
vertical bar. Values identified with the same ro
man letter are not significantly different.

り,水 温に対するウバガイ0齢 個体の潜砂行動特性 と

して,15～25℃ では潜砂に対する応答性および底質選

択の敏捷性が高くなるとともに,運 動性も上昇すること

が伺われた。

次に,ウ バガイ0齢 および1齢 個体の潜砂反応時間,

平均潜砂速度および潜砂深度を比較した(Table 1)。そ

Fig. 2. P. sachalinensis. Burrowing behavior of 
the clam with several levels of salinity.

STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 
1. Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

Table 1. Comparison of the burrowing behavior between age 0 and 1 year classes for P. sachalinensis with 
several weter temperatures



の結果,平 均潜 砂速 度 および潜 砂深度 に は年齢 に よる有

意差がみ られ なか った が,潜 砂反 応時 間 には各水 温 区 と

も1齢 個 体 で増 大 す る傾 向 が認 め られ た。 この こ とか〓

,ウ バ ガイ0齢 お よ び1齢 個 体 の潜 砂 に対 す る応答

性 および底質選択 の敏 捷性 は,加 齢 に伴 って鈍 くな る と

推察 され る。

塩分15.0, 18.0, 21.5, 25.5, 28.5お よび32.5に おける

ウバガ イ0齢 個 体 の潜 砂 反 応時 間,平 均 潜 砂速 度 お よ

び潜砂深 度 をFig. 2に 示 した。 潜 砂反 応 時 間 は,塩 分

32.5で は122秒 であ った が,塩 分15.Oで は839秒 に増

大 した。 また,平 均潜 砂 速度 は,塩 分21.5～25.5で は

0.44～0.47mm/sで あ っ た が,塩 分15.0で は0.21

mm/sに低 下 した 。 さ らに,潜 砂深度 は,塩 分28.5～

32.5で は1.65～2.26で あ った が,塩 分15.0で は1.31

に低下 した。 な お,塩 分13.0に 曝 した個 体は,実 験 開

Fig. 3. P. sachalinensis. Burrowing behavior of 

the clam with several particle size of substra

tum.

CS, MS, FS and VFS represent coarse, medi
um, fine and very fine sand, respectively.

STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 1.

Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

始 か ら2日 経過 して も殻 を閉 じた ま ま潜 砂 しな か った。

これ よ り,塩 分15.0以 下 の環 境 は,ウ バ ガイ0齢 個 体

の潜砂 行動 に支 障を きたす もの と推 察され る。 なお,ウ

バガイ若 齢個 体で は,塩 分 が12.9以 下 に低 下 す る と死

亡 率 が上 昇す るとい う。7)この ような ウバ ガイ の塩分 耐

性 は,本 実験 で観察 された低塩 分 に対 す る本 種の潜 砂行

動 の変 化 と一致 して いる。

粗砂,中 砂,細 砂,極 細 砂 お よび10%シ ルト 含有細

砂 に対 す るウバ ガイ0齢 個 体 の潜 砂反 応 時 間,平 均 潜

砂速 度 お よび潜 砂 深度 をFig. 3に 示 した 。潜 砂 反応 時

間お よび潜砂 深度に は,底 質 の違 いに よる有 意な差 は認

め られなか ったが,平 均 潜砂速 度は細 砂お よび極細砂 で

有意 に大 き く,そ れ ぞれ0.69お よび0.50mm/sで あ っ

た。 この こ とか ら,ウ バ ガ イ0齢 個 体が 砂 に潜 入す る

の に適 した底質 は細砂 お よび極 細砂 と推察 され,こ の結

果 は石狩およ び苫 小牧 沿岸で観 測 されてい るウバ ガイ若

齢個 体の生 息域 の底質環 境12,13)と一致 して いる。

バ カガ イの潜 砂 行 動　水 温5, 10, 15, 20お よび25℃

にお け るバ カガイ1齢 個 体の 潜砂 反 応時 間,平 均 潜 砂

Fig. 4. M. chinensis. Burrowing behavior of the 
clam with several levels of water temperature.

STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 

1. Each value denotes the mean with standard 
deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 

significantly different.



速 度 お よび潜 砂 深度 をFig. 4に 示 した。 潜砂 反 応 時間

は,5～10℃ で は2,678～8,154秒 で あ っ た が,15～

20℃ で は219～303秒 に 減 少 した 。 ま た,平 均潜 砂 速

度 は,5～10℃ で はO.11～0.30mm/sで あ っ た が,

15～25℃ では0.77～0.98mm/sに 増 大 した。 さ らに,

潜 砂深 度 は,5℃ で は0.80で あ った が,20℃ では1.23

に増大 した。 これ よ り,水 温 に対 す るバ カガ イ1齢 個

体 の潜 砂行 動特 性 と して,15～25℃ で は潜 砂 に対 す る

応答 性お よび底質 選択 の敏捷性 が高 くな る とともに,運

動性 も上昇 す るこ とが伺 え る。

塩 分15.0, 18.0, 21.5, 25.5, 28.5お よび32.5に おけ る

バ カ ガイ1齢 個 体の 潜砂 反 応時 間,平 均潜 砂 速 度 お よ

び潜砂 深 度 を整 理 した の がFig. 5で あ る。 潜砂 反応 時

間 お よび潜 砂深 度 には,塩 分 の違 いに よる有意 な差 は認

め られな か った が,塩 分15.0で の平均 潜砂 速度 は,塩

分25.5～32.5で の0.56～0.77mm/sに 比 較 して 有意 に

小 さ く,0.13mm/sで あ った。 ま た,塩 分13.0に 曝 し

た個 体 は,ウ バ ガイ と同 様 に実験 開 始 か ら2日 経過 し

て も潜 砂 しな か った。 これ よ り,塩 分15.0以 下 の環 境

Fig. 5. M. chinensis. Burrowing behavior of the 

clam with several levels of salinity.

STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 
1. Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

は,バ カガイ1齢 個体の潜砂行動に支障をきたすもの

と推察される。

粗砂,中 砂,細 砂,極 細砂および10%シ ル ト含有細

砂に対するバカガイ1齢 個体の潜砂反応時間,平 均潜

砂速度および潜砂深度を示 したのがFig. 6で ある。潜

砂反応時間および潜砂深度には,ウ バガイと同様に底質

の違いによる有意な差は認められなかったが,中 砂～極

細砂での平均潜砂速度は,粗 砂での0.44mm/sに 比較

して有意に大きく,0.71～0.77mm/sで あった。この

ことから,バ カガイ1齢 個体が砂に潜入するのに適し

た底質は中砂～極細砂と推察され,こ の結果は苫小牧沿

岸で観察されているバカガイ若齢個体の生息域の底質環

境2)と一致している。

アサリの潜砂行動　水温5, 10, 15, 20お よび25℃ に

おけるアサ リ2齢 個体の潜砂反応時間,平 均潜砂速度

および潜砂深度を示 したのがFig. 7で ある。潜砂反応

時間は,水 温の上昇に伴って5℃ の9,998秒 か ら25℃

Fig. 6. M. chinensis. Burrowing behavior of the 

clam with several particle sizes of substratum.

CS, MS, FS and VFS are the same as in Fig. 

3. STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 
1. Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar . Values 
identified with the same roman letter are not 
significantly different.



の468秒 に減 少 した。 また,平 均 潜砂 速 度 は,水 温 の

上昇 に伴 って5℃ の0.02mm/sか ら25℃ の0.11mm/

sに 増 大 した。 な お,潜 砂 深度 には 水温 の上 昇 に伴 う変

〓は認 め られ ず,1.08～1.24を 示 した 。 これ よ り,水

温 に対す るア サ リの潜 砂行 動特 性 と して,5～25℃ の条

Fig. 7. R. philippinarum. Burrowing behavior of 

the clam with several levels of water tempera

ture.

STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 
1. Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

件下では,高 水温域ほど潜砂に対する応答性および底質

選択の敏捷性が高 くなるとともに,運 動性も上昇するこ

とが伺える。低水温下においてアサリの潜砂能力が低下

したことは,相 島の実験結果7)とも一致している。

一方,ア サリ2齢 および3齢 個体の潜砂反応時間,

平均潜砂速度および潜砂深度を比較 した結果(Table

 2),各 潜砂行動とも年齢による有意差は認められなか

Fig. 8. R. philippinarum. Burrowing behavior of 

the clam with several levels of salinity.
STBB, MBV and BD are the same as in Fig.

 1. Each value denotes the mean with standard 
deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

Table 2. Comparison of the burrowing behavior between age 2 and 3 year classes for R. philippinarum with 

several water temperatures



った。 この こ とか ら,ア サ リ2齢 お よび3齢 個 体の潜

砂行動 に差 はな い もの と推察 され る。

塩分15.0, 18.0, 21.5, 25.5, 28.5お よび32.5に おけ る

ア サ リ2齢 個 体 の潜砂 反 応 時 間,平 均 潜 砂速 度 お よび

潜 砂 深 度 をFig. 8に 示 した。 潜 砂反 応 時 間,平 均潜 砂

速 度お よび潜砂 深度 には,塩 分の違 い に よる有 意 な差 は

認 め られず,そ れぞれ598～1,733秒,0.04～0.05mm/

sお よび1.15～1.26を 示 した。 な お,塩 分13.0に 曝 し

た個 体 は,ウ バ ガイ お よびバ カガ イ と同様 に実験 開始 か

ら2日 経 過 して も潜 砂 しなか った。 これ よ り,ア サ リ

の潜砂 行動 に影響 しない塩分 は15.0以 上 と推察 され る。

粗 砂,中 砂,細 砂,極 細 砂 お よび10%シ ル ト含 有細

砂 に対 す る アサ リ2齢 個 体の潜 砂 反 応時 間,平 均 潜砂

速度 お よび潜 砂深 度 をFig. 9に 示 した。 潜砂 反応 時間,

平均潜 砂速 度お よび潜砂 深度 には,底 質の違 い に よる有

意 な差 は 認 め られ な か った こ とか ら,粒 径0.063～0.5

Fig. 9. R. philippinarum. Burrowing behavior of 

the clam with several particles sizes of substra

tum.

CS, MS, FS and VFS are the same as in Fig. 
3. STBB, MBV and BD are the same as in Fig. 

1. Each value denotes the mean with standard 

deviation indicated by a vertical bar. Values 

identified with the same roman letter are not 
significantly different.

mmの 範囲およびシル ト分10%以内 では,ア サリの潜

砂行動に対する底質粒径の影響はないものと考え られ

る。

二枚貝3種 の潜砂行動の比較　本実験で観察された

ウバガイ,バ カガイおよびアサリの水温に対する潜砂行

動を比較すると,15～25℃ で潜砂に対する応答性,底

質選択の敏捷性および運動性が高 くなる傾向は3種 と

も共通していたが,ウバ ガイでは5～10℃ で潜砂深度

が増大した。このことは,ウバ ガイが侵食による砂中か

らの洗い出しを回避するため,低 水温下では鈍化した運

動性をより大きな潜砂深度で代償していることを示唆す

ると考えられる。

一般にウバガイは,バ カガイおよびアサリに比較し

て,よ り開放性の高い砂浜海岸に生息することが知られ

ており,そ の地理的分布は,他 の2種 に比べてより高

緯度地域に認められる。14)また,低 水温下での潜砂能力

は,潜 砂反応時間および平均潜砂速度から判断すると,

ウバガイが最も高かった。このことから,上 述したウバ

ガイの潜砂行動は,寒 海域において波浪の影響を強く受

ける生息環境によく適応していることが伺われる。

一方,3種 の塩分に対する潜砂行動を比較すると,ウ

バガイおよびバカガイでは塩分15 .0以下で潜砂行動に

変化が生 じたのに対 して,ア サリでは塩分15.0～32,5

では潜砂行動に差がなく,ア サリは低塩分条件下におい

ても潜砂行動があまり変化 しないことが示された。ま

た,バ カガイでは10℃ 以下の低水温条件下で急激に平

均潜砂速度が低下するとともに,潜 砂深度が浅くなった

のに対して,ア サリではそれらの変化が小さかった。さ

らに,3種 の底質に対する潜砂行動を比較すると,ア サ

リは他の2種 に比較 して砂中への潜入に適 した底質粒

径の範囲が広かった。このようなアサリの潜砂行動は,

河川水や降雨などの淡水および水温の急激な変動の影響

を受けやすく,底 質粒径の淘汰度が低い干潟域および河

口域の環境によく適応した側面を表すと考えられる。
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